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冠省 

この度、標記大会を下記の通り実施致すこととなりましたので、ご案内申し上げます。 

今回は関東地区山岳連盟自然保護委員会（実行委員会）が連携して開催の主管を致します。 

都道府県各山岳連盟自然保護関係の方々におかれましては、奮ってのご出席をお願い申しあげ

る次第です。 

草々 

 

記 

 

（開催概要） 

１）開催件名： 平成 25 年度山岳自然保護の集い 中央大会 

（第 37 回公益法人日本山岳協会自然保護委員総会） 

２）開催日：  平成 25 年 9 月 14 日～16 日（2 泊 3 日） 

３）開催場所： 埼玉県立小川元げんきプラザ（埼玉県比企郡小川町） 

  ４）詳細内容： 同封の要項をご覧ください。 

 

（同封） 

１）山岳自然保護の集い（中央委大会）実施要項     一通 

 

以上 
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平成２５年度 
 

山岳自然保護の集い（中央大会）実施要項 

 
第３７回 公益社団法人日本山岳協会 自然保護委員総会 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

期日 平成２５年９月１４日(土)～１６日(月) 
開催地 県立小川げんきプラザ（埼玉県比企郡小川町） 
主催 公益社団法人 日本山岳協会 
主管 山岳自然保護の集い（中央大会）実行委員会 

 
  

守ろう、伝えよう、 

山岳の自然と文化 

 



平成２５年度 
山岳自然保護の集い 中央大会 

第３７回（公社）日本山岳協会・自然保護委員総会 
 
＊目 的 

在来の自然保護委員総会を継承し、総合的・全国的な新しいタイプの集いを開催する。 
平成25 年度に日本山岳協会が公益法人化したことを記念して、公益活動として開催をおこなう。 
この集いでは、山岳の自然環境の保全についての現状と課題を討議し、山岳自然と文化の再発見を通

して、登山者が出来る保全や再生に向けた行動を考える集いとする。 
 
＊大会のテーマ 
   『守ろう、伝えよう、山岳の自然と文化』 
 

要項 

１． 期 日 平成２５年９月１４日（土）～１６日（月） 
２． 会 場 

（宿泊先） 埼玉県立小川げんきプラザ 
〒355-0337 埼玉県小川町木呂子 561 

電話 0493-72-2220  ホームページ http://ogawagenki.com/ 
３． 主 催 公益社団法人 日本山岳協会 
４． 主 管 山岳自然保護の集い 中央大会 実行委員会（関東地区山岳連盟 自然保護委員会） 
５． 後 援 環境省（予定） 埼玉県（予定） 小川町（予定）、小鹿野町（予定） 
６． 協 賛 （予定） 
７． 日 程 （時刻については状況により変更することがあります。） 
  

第１日 ９月１４（土） 

ア 役員会議     
イ、受付時間    １２時００分 （昼食は済ませてきてください） 
ウ、受付場所    埼玉県立小川げんきプラザ 本館玄関  
エ、自然保護委員長会議 １２時３０分より 本館 3F 集会室にて 
   各県の自然保護委員長（代理）の方は時間までにお集まりください。 
オ、開会式     １３時３０分～１４時００分 
カ、総会      １４時００分～１５時００分 
キ、集合セッション １５時１５分～１７時４５分 
ク、夕食      １８時００分～１９時００分 
ケ、レセプション  １９時００分～２１時００分 
 ケ、就  寝    ２２時００分 
 

第２日 ９月１５日（日） 

ア、モーニングウォーク 
６時００分～７時３０分 （参加自由） 

      施設内のフィールドを歩き、自然を楽しみます。 
草本類の案内 廣田常任委員、樹木の案内 紅葉常任委員 



イ、朝  食    ７時３０分～８時３０分 
ウ、個別セッション ９時００分～１２時００分 
エ、昼  食   １２時００分～１２時４５分 
オ、公開イベント （総合司会 遠山常任委員） 

１）地元芸能  １３時００分～１４時００分 
  （小鹿野町こども歌舞伎）   柳原小鹿野町山岳会長 
２）講  演  １４時００分～１７時３０分 

カ、夕  食   １８時００分～１９時００分 
キ、ナイトフォーラム １９時００分～２０時００分  （参加自由） 
       宇宙創成から現在の日本列島まで 藤井元常任委員(本館 集会室) 
       星空ウォッチング   斎藤委員 (本館 研修室・天文台) 
ク、就  寝   ２２時００分 
  

第３日 ９月１６（月） 

（両神山エキスカーションへの参加者の場合） 石倉委員長、岩崎・齋藤・手塚常任委員 
ア、起  床   ５時００分 
イ、出  発   ５時３０分 
ウ、解  散   １６時００分 （小川げんきプラザ） 

 
（高尾山エキスカーションへの参加者の場合） 西山・小高常任委員 

ア、起  床   ６時００分 
イ、朝  食   ７時３０分 
ウ、出  発   ８時３０分 
エ、解  散   １４時００分 （高尾山駅）、１５時００分 （小川げんきプラザ） 

 
（長瀞地質探勝への参加者の場合）  藤井元常任委員・松隈副委員長 

ア、起  床   ７時００分 
イ、朝  食   ７時３０分～８時３０分 
ウ、出  発   ８時３０分 
エ、解  散   １４時００分 （小川げんきプラザ） 
 
（エキスカーションへの参加されない場合） 

ア、起  床   ７時００分 
イ、朝  食   ７時３０分～８時３０分 
ウ、出  発   ８時３０分 （東武東上線 小川駅） 

 

実施内容の説明 

１．総会次第（９月１４日 １４時００分～１５時００分） 
              司会・進行  小高 令子 事務局長 

ア、開会宣言 自然保護副委員長  徳永 邦光 
イ、主催者挨拶 日本山岳協会会長 神﨑 忠男 
ウ、主管代表挨拶 日本山岳協会自然保護委員長 石倉 昭一 
エ、開催地岳連挨拶    埼玉県山岳連盟会長 森下 健七郎 



オ、来賓挨拶 小川町長 
カ、議  題 

１）日本山岳協会自然保護委員会 事業報告 
２）大会スローガン説明 
３）次期開催について 

キ、連絡事項 
 
２．集合セッション（各都府県活動報告）（９月１４日 １５時１５分～１７時４５分） 

ア、各活動状況発表    徳永 副委員長 
 イ、課題提起 

 
３．個別セッション（分科会）全体会議（９月１５日 ９時００分～１１時００分） 
  【個別セッション】 

ア、課題Ａ（利用者負担・受益者負担）  齋藤・堀江常任委員、記録：本村委員 
イ、課題Ｂ（資源・自然疲弊）  西山・小高常任委員、記録：小川由樹常任委員 
ウ、課題Ｃ（自然保護指導員の役割)    紅葉・松隈常任委員、記録：池谷委員 

 
４．全体会議（９月１５日 １１時１０分～１２時００分） 

ア、分科会の報告    まとめ 徳永副委員長 
イ、まとめ 
 

５．地元芸能公演（９月１５日 １３時００分～） 柳原委員 
 埼玉県秩父郡小鹿野町（おがのまち）に伝わる歌舞伎の歴史は古く、江戸時代中ごろにはす

でに歌舞伎の上演が行われていたという。記録に残るものでは、寛政四年（ 1792 ）が古く、

文化・文政期（ 1804 ～ 1830 ）頃には、初代坂東彦五郎が一座芝居を組織し、子ども歌舞伎

については西秩父の少年を集めて「勇佐座」という子ども一座を組織している。小鹿野町での

歌舞伎は、大正七年から十三年まで、大和座の太夫として活躍された花柳楽寿師匠が指導した

もので、各地を巡業するほどの人気を博したという。 

 

５．講 演（９月１５日 １４時３０分～） 

ア、上 幸雄（うえ こうお） 氏 講演 
特定非営利活動法人 山のＥＣＨＯ 代表理事、技術士（環境部門） 

山の自然保護と適正利用に向けて、『山はみんなの宝』憲章や入山者ルールをつくる運動をはじめ

ています。『憲章』（案）へのご賛同をぜひおねがいしたいと存じます。 

イ、長縄 今日子 （ながなわ きょうこ）氏 講演 
公財）神奈川県公園協会 秦野ビジターセンター館長、 
日本クマネットワーク神奈川県代表地区委員 
日本の大型哺乳動物の代表格クマ（ツキノワクマ）を通して山岳自然保護を分かりやすく解

説します。 
ウ、浅見 豊 （あざみ ゆたか）氏 講演 

前日山協自然保護常任委員 
地元、秩父の山々の素晴らしい自然とそこに息づく民俗文化について、永年の自然保護の苦

労話などを交えて解説します。 
 



参加申し込み 

１．参加資格 
ア、各、都道府県山岳連盟（協会）より推薦された者。 
イ、（公社）日本山岳協会の役員・参与・及び賛助会員。 
ウ、地域の自然保護を図るため、特に認められた者。 

但し、９月１５日午後開催の地元芸能及び講演は公開とし、一般の参加を受け入れます。 
 
２．参加申込みについて 

ア、参加者は、添付の参加申込書に必要事項を記入し、当該都道府県山岳連盟（協会）に提出し

て下さい。 
イ、都道府県山岳連盟（協会）においては、参加申込書に公印を押印し、下記の申込先に郵便ま

たはファックまたはメールで送付して下さい。 
エ、申込みに対し、事務局から受付書と送金用専用振替取扱票を送付します 
オ、エキスカーションは定員制となっています。定員を超えた場合には、申込み時の順位に従い、

調整をさせていただきます。その際、事務局へ一任を願います。 
カ、申込先 

〒１５０－８０５０ 東京渋谷区神南１－１－１ 岸記念体育会館内 
公益社団法人 日本山岳協会 
TEL   03-3481-2396    FAX 03-3481-2395 

キ、申込み手順 
参加者  日山協 

申込書を送付 
（本要項の申し込み様式を利用） 

→ 
エキスカーション定員を確認 

（満員等で、コースを調整させて頂くこ

とがあります。） 

  ↓ 
受付書を受け取る ← 受付書と送金票を送付します 

↓   

所定の参加費を送金ください。 
（日山協から送付された振替取扱票に

て郵便局から送金ください。） 
→ 

送金を確認 
（領収証が必要な場合はお知らせくだ

さい。） 

 
ク、参加費  

１５，０００円（２宿泊・５食・保険料含む） 
◆両神山・高尾山エキスカーションの何れかにも参加の場合 

２０，０００円（２宿・６食《弁当 2食を含む》・バス代、保険料含む） 
◆長瀞地質探勝にも参加の場合 

１７，０００円（２宿泊・５食・保険料、バス代、博物館入場料を含む） 
◆こちらから送付する専用振替取扱票にて送金ください。（送金手数料はご負担下さい。） 
◆エキスカーション・地質探勝へ参加頂く場合は手配バスを利用ください。 
◆止むを得ずマイカーで参加される場合にはバス代相当金額の返金はありません。 
◆公開イベント（９月１５日午後開催の地元芸能と講演）は参加無料です。  



ケ、参加費の振り込み先 
郵便振替にて 寄りの郵便局から送金ください。その際には 
「第３７回自然保護委員総会参加費」と通信欄へ明記ください。 
      『口座記号』 ０－０１１０－５－５４６６９３ 
      『加入者名』 公益社団法人 日本山岳協会 

コ、申込期間  平成２５年６月１５日（月）～７月３１日 （水） 
サ、参加費の一部返却について（特別の事情により大会への参加が不可能になった場合） 

◆参加費納入後・平成２５年８月１５日までに取消通知があった場合は、参加費の 
５０％を返却します。（但し、返金にかかる手数料は差し引きます） 
◆平成２５年８月１６日以降の取消通知については返却をいたしません。 

 
３．事務連絡 

ア、大会資料及び参考資料・宿泊計画は受付時にお渡しします。 
イ、参加者は非常食・行動食・防寒・夏山装備等必要な物を準備して下さい。 
ウ、浴室にはシャンプー・石鹸の備え付けはありません。 
エ、青少年の研修施設ですので、時間・規則・活動等に規制があります。 
 

エキスカーション 

１．両神山 
両神山（1,724.5m）は深田日本百名山のひとつです、鋸歯状の稜線に特徴がある山です。 
又、今回の両神山登山ルートの土地は殆どが私有地

で、土地所有者の山中豊彦氏の講話「環境保全料徴

収や、山中家と両神山の係わりについて」を拝聴後、

林業用作業道を改良した登山道の巡見を行います。 
ア、期 日  平成２５年９月１６日（月） 
イ、コース  小川元気プラザ 5:30 発⇒有料道路⇒ 

小鹿野町⇒薬師の湯 7:00～7:30（朝食） ⇒白井 
差登山口 8:20～8:40 山中氏講話「環境保全料 
を徴収」について 

登り 白井差登山口…昇竜の滝…大股… 
水晶坂…ブナ平…稜線…両神山･･･約

３時間２０分 
下り Ａ班  山頂…下山専用登山道…昇竜の滝…白井差 (所要 約 2 時間 30 分) 

 Ｂ班  山頂…ブナ平…水晶坂…昇竜の滝…白井差（所要 約 2 時間） 
帰路 白井差登山口⇒薬師の湯（入浴）⇒西武秩父駅(解散)→→小川元気プラザ(16:00 予定) 

  ※ Ａ班：下山専用登山道は山中氏が林業作業道を活用した登山道で、急下降路で鎖場あり。 
  ※ Ｂ班：下山に自信のない方（足に自信の無い方・登りで疲れた方は同じ道を下る） 
 
ウ、参加定員  

大参加者は 25 名（一日の入山者規制の為） 
エ、装 備 
     雨具、防寒具、ヘッドランプ、水筒、手袋、その他必要なもの 
オ、ガイドマップ 
      昭文社：山と高原地図「雲取山・両神山」 1/25000 地形図：「両神山・中津峡」 

アカヤシオツツジの咲く両神山（5 月） 



カ、その他 
※ 朝食・昼食については主催者で弁当を一括購入し配布いたします。 
※ 朝食は小鹿野町両神「薬師の湯」駐車場にていたします。 
※ 雨天時の登山行動は巡見登山責任者である石倉委員長が現地にて判断いたします。 
  尚、雨天時の下山は同じコースを下山いたします。（急坂で鎖場が有り危険なため） 
※ 登山行動中のストックの使用はご遠慮頂きます。 
※ 帰路の入浴は「薬師の湯（入浴代=６００円）」又は 

「国民宿舎：両神荘」（入浴代=８００円） （個人負担、割引有り） 
キ、概念図             

  
両神山概念図 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

注：青ラインが山中氏作成の個人登山道を示す。 
 
 
 
 
 



２．高尾山 
高尾山は「明治の森高尾国定公園」に指定され、東海道自然歩道の起点でもあります。（高尾

山～箕面まで 1, 3 5 0 km) 高尾山・薬王院有喜寺は奈良時代の高僧、行基により開山され

たと伝わっており、成田山、新勝寺・川崎大師、と共に関東三山の一つに数えられております。 
フランスの雑誌、ミシュランガイド（日本の観光地）で、知床、日光、奈良などと共に「高尾

山」が三ツ星で紹介され、一躍、話題となり、年間２６０万人も訪れるスポットとなりました。

世界にも類を見ない、登山人数ですが、オーバーユース、し尿トイレなど様々な問題を抱えて

いることと思います。それらも含めて、巡見登山を行うのも貴重な体験と思い、取り上げてみ

ました。ちなみに、一つ星は「面白い」、二つ星は「とても面白い」、☆☆☆三ツ星は「必ず見

るべき」と言う評価です。 
 
ア、期 日  平成２５年９月１６日〔月〕 
イ、コース  小川元気プラザ・朝食（７時半～８時半）・・玄関前９時集合 

元気プラザ（９時発）→花園インター→圏央道→高尾インター→裏高尾（日影） 
登山口・到着予定１０時半。 
登山口→(６０分)→山頂→(３０分)→表参道・十一丁目茶屋→(４０分)→ 
→京王線・高尾山口駅(昼食は途中のお茶屋さんの予定) 

＊＊＊＊＊＊＊駅前にて解散：１４時を予定しています。＊＊＊＊＊＊＊ 
ウ、装 備  ハイキング装備一式 
エ、参加定員  ２５名 
    高尾山における植物の植生、現地にて(廣田氏、椎名女史)－２名 
 

 

 
 
 
 
 
 



３．長瀞地質探勝 

国指定の名勝・天然記念物の「長瀞岩だたみ」、その中心を流れる荒川は、時に穏やかに、時に荒々

しい姿を見せています。 

長瀞・岩だたみは、隆起した結晶片岩が文字どおり岩畳となって広がる風景は、自然が創り出した芸

術品のような美しさです。対岸には秩父赤壁と呼ばれる絶壁や明神の滝もあり、地質学的にも貴重な

場所で知られています。 

県立博物館で学芸員の方から説明を聞き、元自然保護常任委員の藤井謙昌氏のガイダンスで岩だたみ

などを巡ります。 

 

ア、期 日  平成２５年９月１６日（月） 
イ、コース  小川げんきプラザ 8:30 発⇒ 

⇒埼玉県立自然博物館⇒ 岩だたみコース探勝 ⇒ 小川げんきプラザ 13：30  
⇒東武東上線 小川町 14：00 

   （コースについては流動的なところがあります。） 
 
ウ、装 備   ハイキング装備一式、弁当（各自） 
エ、参加定員  ２５名 
 
 

小川げんきプラザまでの交通 

１．電車・バス利用の場合 
  東京 ⇒ (ＪＲ山の手線）⇒池袋⇒（東武東上線 快速利用 68 分）⇒小川町 

東武池袋駅発 東武小川駅着 

9:00 快速 10:08 

9:30 快速 10:38 

10:00 快速 11:07 

10:30 快速 11:37 

  東武小川町 ⇒ 小川げんきプラザ 
    送迎バスを配置予定です。( 終便は東武小川町駅発 11:45) 

     東武小川町発 

１便 10:15 

２便 11:00 

３便 11:45 

    利用予定者へは乗車場所・時刻等の詳細について、別途お知らせします。 
 
２、高速利用の場合 
  関越道 花園ＩＣ⇒146号国道を寄居方面⇒玉淀橋北交差点を左折＝254号国道を小川町方面⇒ 
  金勝山トンネル前三叉路を右折先約 500メートル⇒木呂子《きろこ》（小川げんきプラザ） 
    関越道 花園ＩＣ～げんきプラザ：距離 9.5Ｋｍ 
 
 



会場地付近図 

 

 



タイムスケジュールと施設見取り図 

 

 9月 14日(土) 9月 15日(日) 9月 16日(月) 

午 
前 

 起床          5:30 両神山行起床        5:00 
両神山行出発       5:30 

ﾓｰﾆﾝｸﾞｳｫｰｸ    6:00～7:30 起床(両神山行以外)   6:00 

 寝具片づけ 

朝食             7:30～8:30 朝食            7:30～8:30 

個別ｾｯｼｮﾝ    9:00～11:00 出発                   8:30 

本館 研修室・集会室  

(役員会議)           10:00   

本館 集会室 全体会議    11:10～12:00  

     本館 研修室  

午

後 
受付開始             12:00 
  本館 玄関 

昼食                 12:00  

委員長会議   12:30～13:00   

  本館 集会室 地元芸能(公開) 13:00～14:00  

開会式    13:30～14:00 
活動ｾﾝﾀｰ 2階 

活動ｾﾝﾀｰ １階  

総会      14:00～15；00 講演(公開)   14:00～17:30  

集合ｾｯｼｮﾝ   15:15～17:45 
活動ｾﾝﾀｰ 2階 

活動ｾﾝﾀｰ 2階 

  

寝具配布         17:45～  

入浴・夕食     18:00～ 入浴・夕食     18:00～ 

ﾚｾﾌﾟｼｮﾝ     19:00～21:00 ﾅｲﾄﾌｫｰﾗﾑ    19:00～20:00 

本館 食堂 本館 研修室・集会室 

  

就寝                 22:00 就寝                  22:00 
                  

小川げんきプラザ施設見取り図 
 
 

   



山岳自然保護の集い 中央大会 (第３７回日本山岳協会自然保護委員総会)参加申込書 
提出日 平成   年   月   日 

公益社団法人日本山岳協会 
会長  神﨑 忠男 殿 

（山岳自然保護の集い 中央大会 実行委員会宛て） 
 

 

 
 

  
 
 

ふりがな 郵便番号 性別 
開催地までの交通 

(送迎バスは東武小川町から会場) 

エキスカーション 

氏名 住所 年齢 
 第一希望 第二希望 第二希望 

 〒   □送迎バス 

□不参加 
□両神山 
□高尾山 
□長瀞 

□両神山 
□高尾山 
□長瀞 

□両神山 
□高尾山 
□長瀞 

    
 歳 

□マイカー 希望便(○印) 
1  2  3 

 〒   
□マイカー 

□送迎バス 

□不参加 
□両神山 
□高尾山 
□長瀞 

□両神山 
□高尾山 
□長瀞 

□両神山 
□高尾山 
□長瀞 

    
 歳 

希望便(○印) 
1  2  3 

 〒   
□マイカー 

□送迎バス 
希望便(○印) 
1  2  3 

□不参加 
□両神山 
□高尾山 
□長瀞 

□両神山 
□高尾山 
□長瀞 

□両神山 
□高尾山 
□長瀞 

    
 歳 

 〒   
□マイカー 

□送迎バス 
希望便(○印) 
1  2  3 

□不参加 
□両神山 
□高尾山 
□長瀞 

□両神山 
□高尾山 
□長瀞 

□両神山 
□高尾山 
□長瀞 

    
 歳 

 〒   
□マイカー 

□送迎バス 
希望便(○印) 
1  2  3 

□不参加 
□両神山 
□高尾山 
□長瀞 

□両神山 
□高尾山 
□長瀞 

□両神山 
□高尾山 
□長瀞 

    
 歳 

１）エキスカーションは定員制となっております。確定のお知らせ後、参加費の送金をお願いします。２）記載情報は加入予定の短期旅行傷害保険にも使用します。 
３）記載頂きました個人情報は、この行事の開催目的以外には使用しません。 

次の通り標記大会に参加を申し込みます。 
 ※交通手段・エキスカーション参加希望コース に☑印か○印を記入してください。 

送付先 日本山岳協会 事務局 
〒150-8050 東京都渋谷区神南 1-1-1 岸記念体育会館  
FAX：03－3481－2395 、PCメール：matsukuma@jma-sangaku.or.jp

山岳連盟（協会）               

代表者               印 

記入責任者               印 

連絡先住所 〒        

                           

TEL               

PC メール           ＠          


